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影像歳時記〜「第44回瑞木祭」開催報告
テーマ「いつもの場所で、いつもと違うオモイデを」

　11月5日（土）〜 6日（日）の2日間、第43回瑞木祭が湘南キャンパスにて開催されました。
　今年度のテーマは「いつもの場所で、いつもと違うオモイデを」です。本テーマには、
ふたたび学園祭に学生を呼び戻し、「ゼミやクラブ・同好会の学生を巻き込んで、普段利
用しているキャンパスやパソコンを通じて、いつもとは違う瑞木祭ならではの特別な“オ
モイデ”をつくってほしい」という実行委員たちの熱い願いが込められています。
　コロナ禍の影響により、瑞木祭を対面にて体験してもらう機会がここ数年なくなっていました。そこで、実行委員た
ちは、今年こそは対面の要素を入れた瑞木祭を学生に体験させてあげたい、併せて、オンライン開催で培ってきたこれ
までの経験も活用したい、との信念で各企画を進め、念願のハイブリッド（一部対面＆オンライン）方式による開催を実
現させました（入場は本学部生のみ）。
　学生たちは、いつもの場所で、いつもと違う、かけがえのない”オモイデ”をつくることができました。
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逆転!?ミスター＆ミスコンテスト
　9名の学生が異性に変身！普段は身に着けないような個性あふれる衣装に着替
え、「ペットボトルチャレンジ」「叩いて被ってジャンケンポン」「ポーズ合わせゲー
ム」等のゲームにチャレンジし、周囲をどれだけ魅了できるかを競い合いました。
　ゲームを通じて最も印象に残り、多くの指示を得た学生には、実行委員会より
豪華な賞品が授与され学生も頑張ったかいがあったようです。

モザイクアート
　モザイクアートとは、たくさんの写真や画像をパズルのように組み合わせてひ
とつの画像を作り上げる写真アートのことで、　今年度は、大きなモザイクアー
トにチャレンジしました。
　学生からゼミ、同好会、普段の学生生活等「大学生活の思い出」をテーマに、集
まった多くの写真を５ｍ×10ｍの巨大な台紙に、瑞木祭実行委員たちが1枚1枚、
2日間かけて貼り付け見事に完成させました。

産能ラジオ特別編・ericaスペシャルLIVE 〜産能生に贈る歌〜・「や団」お笑いLIVE
　産能ラジオとは湘南キャンパスの学生食堂でお昼休みに流されている学生向け
放送です。演劇同好会「劇団コップふき」のラジオドラマをはじめ、お悩み相談な
どの様々なトークテーマで瑞木祭実行委員や学生団体とコラボした新たな企画が
特設ステージにて行われ、その模様がLIVE配信されました。
　その他、1日目には歌手のシンガーソングライター ericaさんのスペシャルLIVE、
2日目には「や団」さんのお笑いLIVEがセンターステージにて披露されました。

デヴィ夫人をキュンキュンさせろ〜 SANNO生にキュンです！〜
　今年は「デヴィ夫人」の愛称でお馴染みのインドネシアスカルノ元大統領夫人のデ
ヴィ・スカルノさんが、口笛奏者の加藤万里奈さんとともに瑞木祭に登場。
　学生からの質問に対していつもと変わらず軽快かつ明快な口調で回答されました。
　また、加藤さんによる口笛の生演奏が披露され、見事な演奏でした。MCの大竹
真さんの進行により、後半は学生も参加し、デヴィ夫人や加藤さんに対し「キュンキュ
ンさせるセリフ」を競い合う企画が行われ、会場は大いに盛り上がりました。

ネクストブレイクフード
　湘南キャンパス内にあるコンビニエンスストアのファミリーマート産業能率大
学店様にて販売している商品2品以上を利用したアレンジレシピを考案・応募し
ていただきました。全応募から、上位5品に選ばれたアレンジレシピを実際に調
理して、どのレシピが一番美味しいかを競うというフードバトル企画です。
　「美味しさ」「アレンジのインパクト」「出来上がりの見た目」の3つの視点から厳
正な審査が行われ、いずみスターさんが応募した「ピザチキン」が見事優勝に輝き
ました。

SANNO MUSIC LINK
　昨年度に引き続き、湘南地域で活動中の4人組バンドM

ミ ュ ー タ ン ト

UTANT T
タ ス ク

USQさん、
本学3年生でHIPHOPアーティストの砂輝(saki)さん、同じく本学3年生でダン
サーのko-kiさんによるステージLIVEが行われました。
　また、ダンスサークルのSDC、音楽同好会（4組）などにより、圧巻のステージ
パフォーマンスが行われました。
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